
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                    記 
開催月日：2017年 3月 22日(水) 

場所 ：“ワークピア広島”  広島市南区金屋町 1-17（TEL082-261-8131） 

開催時間：13時 50分～15時 30分 

≪セミナー≫ 

13時50分     Ⅰ.経年劣化する社会基盤（橋・トンネル等）の 

維持管理（調査・診断・補修）の重要性（45分） 

         講師：十河茂幸（広島工業大学 工学部 環境土木工学科 教授） 

（参照次頁：講師プロフィール） 

建造物は当然経年劣化します。アンチ経年劣化への提案、効率良い維持方法等を、これまで

に得られた知見を基に解説します。コンクリート・土木工学の専門家からのお話です。 

 

14時 35分    Ⅱ.セミナーテーマへのコメント発信（10分程度） 

コメンテーター：山本雅行（NEXCOエンジニアリング中国㈱道路技術第二課長） 

高速道路の設計・維持に詳しい立場からのコメントです。 

 

コメンテーター：實田泰之（㈱ジツタ中国 代表取締役） 

i－Construction機器・事例に詳しい立場からのコメントです。 

 

   

14時 45分    Ⅲ. 参加者との質疑・意見交換（45分程度） 

 

 

 

 

 

 

15時 30分   終了 
コーディネーター：中河原 達真（社建フォーラム：企画情報部会長） 

 
※ゼロ協は 2016/6/20より「社建フォーラム（社会基盤と建設産業フォーラム）」と団体名称変更をしました。 

※社建フォーラム基調目的：建設産業の社会ニーズ研究、確認を行い、ビジネスニー ズを探る事、将来に渡り国民を

守る社会基盤の構築、維持、再生、災害対応等に欠かせない建設産業維持に寄与する事（会則より）。 

     

社建フォーラム 
【CPDS】講習会実施機関登録済 

〈（一社）全国土木施工管理技士会連合会〉 

 52回目です。いつもの様に「社会基盤整備」という土俵上での事柄です。今回は当フォーラムの名称通り、社会

基盤の設計・材質・工法・維持手法に関し、第 48回に招聘した十河茂幸教授（広島工業大学）から明石大橋建

設に関わられた知見等を交え、お話を頂きます。又、本テーマ実務に絡む専門家コメンテーターから、設計・i

－Constructionのコメントを頂きます。コメンテーターは實田泰之氏（㈱ジツタ中国）、山本雅行氏（NEXCOエ

ンジニアリング㈱）です。 

このセミナーは、自社取組の参考、取引先（下請会・顧客）への指導や話題提供、学にはそのまま情報提供、と

して活用して頂く事を目的としています。又、社建セミナーで発信する情報は〈役職（タテ）、部門（ヨコ）〉

と、組織で構成される企業においては、一人で受信する事は困難です。毎回の情報に関連する担当部門の方や女

性・若手社員（多様性）をお誘いの上、御参加下さい。当日は、自社に即した切り口で、セミナーを、お楽しみ

下さい。参加者全員が意見者です。聞く！話す！笑う！学ぶ！ 

 

 

ご案内 

2016年度事業 第 52回施策＆ビジネスセミナー 

“頑張れ建設業～探せＮＥＸＴ市場”  

 

 

 

継続教育（CPDS）：当セミナーの受講証明書（100分・ユニット2）を発行しますので、必要な方は事前に事務局（次頁メールアドレ

ス・TEL・FAX）迄お申込み下さい。当日セミナー終了後にお渡しします。その他の団体及び会員の方でも申請することができます。

認定・登録プログラム（セミナー）名：〈経年劣化する社会基盤（橋・トンネル等）の維持管理（調査・診断・補修）の重要性〉 

 

※【CPDS】 講習会実施機関〈（一社）全国土木施工管理技士会連合会〉として受講証明書を発行します。 

技術者 

講師 

企業 

学生 

 

市民 



講師プロフィール 

十河（そごう）茂幸（しげゆき）。1948年生。広島市在住。 

37年に渡り、大林組の研究所で、コンクリートの研究・開発を行う。『コンクリートのスペシャリスト』。 

世界最長の吊橋を、50万立方メートルの重さと頑丈さで支えている「明石海峡大橋」のコンクリート技術を中心

になって支えた経験を持つ。現職は広島工業大学 工学部 環境土木工学科 教授 

（主な研究） 

・コンクリートの長寿命化の研究から、多彩な機能を持たせる研究まで、コンクリートの可能性を追求している。 

・日本中で必要とされている『コンクリート診断士』の育成にも注力。 
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社建フォーラム 事務局（事務局長：中河原達真） 

広島市中区光南 5-3-19まるせビル３F TEL：082－578－4741 FAX：020-4624-9189   

e－mail:shaken@ab.auone-net.jp  http://shakenf.web.fc2.com/ 
申込：会場都合により 50名で締切らせて頂きます。当日予告なく演題・講師に変更が生じる事があります。 

セミナー参加料：（会員・ゲスト）無料。（非会員）1,000円（頑張れ建設業～探せＮＥＸＴ市場）。 

「自然災害で人命が奪われたというニュースに触れる時ほど、無念さ

を感じる瞬間はありません。被災しても、せめて人命は助かる。イン

フラをきちんと整備しておかなければいけないと思うんです」と、十

河先生は強調します。「東北の震災では、津波で多くの人が命を落と

しました。防潮堤はあまり役に立たなかった。しかし、津波にビクと

もしなかったコンクリートのビルもあり、そうしたビルの上階に逃げ

込んだ人は、難を逃れています。どんな構造物が人の命を救うのか、

という視点が必要だと思いますね」。コンクリートの専門家という立

場から、震災で発生した東北のがれき処理対策を検討する会議にも参

加。先生は、コンクリートによる社会貢献を自らの使命だと考えてい

るのです。 

（広島工業大学ＨＰ教員紹介～ゼミ取材 こぼれ話より） 

 

 

 
「明石海峡大橋」 
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